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概要：人生の基盤は健康であり、
生活の積み重ねによって、その
人の健康・不健康は創られてい
く。看護とは他者の健康を守る
為に生活に深く関わる専門職だ
が、看護を志す学生でも入学直
後は自己の生活を健康的に維持
する能力すら余り身につけてお
らず、この傾向は年々深まって
きている。結果として、親元を
離れた生活の中で体調を崩して
しまう学生も現れてくる。恐ら
く他分野の学生も同様であろう。 
図 1『看護覚え書』に基づいた生活の体系像
本コースは学生が自己の生活を丁寧に見つめ、そこで得られた事実を素材として、科学
的に生活を体系化する演習である。近代看護の祖たるフロレンス・ナイチンゲールが 19
世紀半ばに著した 『看護覚え書』に基づいた学習によって、学生が主体的に健康的な生活
を創造するセルフケア能力を築くに至った 2010 年度の教育実践を報告する。  
 
目的：学生が自己の日常生活を科学的にとらえ返し整える演習を通して、合理的・効率的
に生活する能力を身につける。  
 
対象：2010 年度 1 年次生 28 名（内男性は 9 名）。7 班に分かれた。全員既に「生命とは・
人間とは」を、発表者の他の授業で学んできていた。  
 
方法：（予習）『看護覚え書』の各章の内容を元に、学生が自己の生活の事実を見つめレポ
ートする。（授業）レポートに基づいてグループディスカッションを行い「生命とは・人間
とは」から各章の意味を捉える。（復習）授業に基づいて学生が生活改善実践を繰り返す。
PBL・反転授業・ジグソー法導入。表 1 に、「換気と保温」に関わる授業の一場面を示す。  
表1 学生の学びの具体性（一部抽出） 
課題・回 学生のレポート コメント 
1 換気と
保温 
 
第2回 
患者にとっての換気と保温の重要性 
【学んだ内容】看護の第一原則は、屋内の空気を屋外の空気と同じく清
浄に保つことである。新鮮な空気の入ってこない部屋の空気は淀んでお
り、たくさんの病原菌が存在している。故にいかなる場合も、空気は常
に屋外から、しかも最も新鮮な空気の入る窓を通して、採り入れなけれ
ばならない。しかし、換気する際に患者の体を冷やしてはいけない。部
屋の温度まで外気と同じに冷やす必要はない。清浄な空気が必要である
と同時に、患者を冷やさない程度の室温の確保も必要だ。 
【自己の生活がどう見えてきたか】閉め切った部屋に病気が潜んでいる
とは思わなかった。学校へ行く前に部屋の窓を閉める。学校から帰って
くるとムッとしていることが多い。朝食をとった後の食器がそのまま台
所に置いてあるため部屋が臭い。すぐ窓を開けるが、アパートの部屋は
窓が一つしかないため、新鮮な空気が余り入ってこない。『看護覚え書』
には、臭いを取り除くのではなく臭いの元を取り除くことが重要だと書
かれていた。これからは汚れた食器は片付け少しだけ窓を開けて学校に
行こうと思った。冬は厚着して換気を行おうと思った。 
（下線部註：ナイチンゲールは「腐敗」
と表現している。） 
本科目は自己の生活を整える事に
目的性がある。その意味で【自己の生
活がどう見えてきたか】はよい。皆も、
この様に実際にある事あった事を踏
まえて、そこにどう学びが活かせるか
…と考えてほしい。 
 ただ、確かに換気は大切だが、「女
性の一人暮らし」という条件では、留
守時や睡眠時に窓を開放とはいくま
い。小窓や換気扇の使用や安全な時に
可能な限り開放するなど工夫が必要
である。 
窓が一つという事だがドアや換気
扇で風の道は作れないだろうか。… 
 
結果：全 7 班が『看護覚え書』に基づいた生活の体系像を描いて生活改善実践を行った。
表 2 に、総括発表討論会における各班のテーマと要旨を一部示す。  
 
表2 総括発表討論会における各班のテーマと要旨（一部抽出） 
班・テーマ 要旨 
2 班 換気と
部屋の清潔 
代謝と換気・清潔の関係を踏まえた上で、換気と部屋の清潔の実践に取り組んできた内に、鼻炎や皮膚炎が改
善してきたという報告。 
3 班 生活と
清潔 
代謝から清潔一般を説く。清潔と換気の連関から、換気の工夫（窓の開け方・扇風機の使用・植物の利用＝グ
リーンカーテン）を示す（季節・防犯も踏まえつつ）。清潔とベッドの連関を考えて、陽光を用いた布団干し
の実践を示す。新燃岳噴火による火山灰への対処の実践（網戸を二重にする→役立たず）を報告。 
 
3 年後、受講学生の一人が卒業研究として、股関節手術入院生活におけるセルフケア実
践を行い順調に回復した。卒業研究論文を一部引用する。「著者は術後 39 日目には病棟内
自立歩行が可能となっていた。…退院までに病棟内自立歩行まで可能となった患者は、…
著者が初めてということであった。…著者を含め 4 名が同手術を受け入院していた。著者
以外の 3 名は、褥瘡が出来ていた。…著者が他の患者と比べて回復が早いと言われていた
要因の一つは、褥瘡を予防することができたことが関わっているのではないかと考えた。」 
 
評価：『看護覚え書』を、現代の若人の生活改善に活かしていく教育が実現しつつある。  
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